
血管撮影検査
不安や分からないことなどがありましたら
お気軽に担当スタッフにお声がけください。

成田記念病院
放射線部

造影剤について

造影剤を用いて検査することで血管・臓器・病変
などがより詳しく分かるようになります。造影検
査を行う方は事前に担当者より説明を受け、同

意書にサインをしていただきます

禁忌・注意事項
以下に該当する方は検査が出来ない場合が
ありますので、必ず事前にお申し出ください。

●ヨード過敏症の方
●重篤な甲状腺疾患がある方
●重篤な腎障害がある方
●気管支喘息がある方
●糖尿病で治療薬を飲んでいる方
●心臓病の薬を飲んでいる方 等

副作用について

血管から造影剤を入れると、体が熱く感じること
がありますが心配はありません。検査中に吐き
気など体に異常が見られましたら スタッフにお
知らせください。ごくまれに 呼吸困難や血圧低
下など重篤な副作用が起こる場合がありますが、
緊急時の対応については万全な体制を整えてお
りますので安心して検査を受けてください。

造影剤は尿中に排泄されますので、検査後は水
分を多目に摂るようにして下さい。

（水分摂取の制限のある方は、主治医の指示に
従って下さい）

検査後
何かご不明な点がございましたら

こちらまでお問い合わせください

成田記念病院 放射線部
☎0532-31-2167（代表）

血管撮影検査ってなに？

血管撮影検査とは、心臓や頭、手足
の血管を、造影剤という薬を用いて
X線撮影を行うことを言います。
造影剤を使用することで、血管の走
行や、太さなどをはっきりと観察する
ことができます。
必要があれば血管を広げる治療な
どを行う場合もあります。

血管撮影室のヒ・ミ・ツ
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血管撮影室では、医師
だけではなく、様々な職種が
集まり、力を合わせて患者様
の検査治療を行っています！

左の画像は心臓
のCT画像です。
心臓には太い血
管が3本あります。
心臓の血管造影
検査では、様々
な角度から血管
の状態を確認す
ることで、血管の
狭窄などの病変
を見つけることが
できます。

右の写真のよう
に、一度に2方
向から撮影を行
います。



血管撮影室で行っている検査・治療 ～心臓カテーテル検査・治療～

心臓カテーテル検査は、狭心症や心筋梗塞などに対して、足の付け根や手首から
カテーテル（管）を心臓まで進め、心臓の血管を造影する検査です。血管が狭く
なっていれば、その部分を広げる治療を行う場合もあります。

～血管拡張術～
血液透析に必要な血管を広げる
治療です。狭くなった箇所をバルーン
（風船）で広げます。

バルーンで
広げます

その他にも
・ペースメーカー移植術
・下肢血管造影検査
・TACE（肝動脈化学塞栓療法）
など様々な検査・治療を行っています

胸の痛み
息苦しさ

狭心症や心筋梗塞は、胸の痛み
や息苦しさなどの症状が現れるこ
とがあります。医師が必要と判断
した場合、心臓カテーテル検査を
行います。
左の画像は心臓の冠動脈を造影
した画像ですが、赤丸の箇所が狭
くなっているのが分かります。

右の画像は、狭くなっている血管を
広げる治療を行っている際のもので
す。赤丸で囲った黒く細長いものが
バルーン（風船）と呼ばれるもので、
これを血管内で膨らませることで狭
い箇所を広げることができます。

左の画像はバルーンで血管を
膨らませた後の画像です。赤
丸の箇所が広がっているのが
分かります。
このように血管を広げる治療を
経皮的冠動脈インターベンショ
ン（PCI）といいます。

治療前
肘のあたりの血管の画
像です。赤丸の箇所が
狭くなっています。

治療後
赤丸の箇所が広く
なっています。

治療前

治療中

治療後


